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焦曇占1300粍のニウトン式反射鏡を持ってるる・
を訪れたので，其の反射鏡を持ち出し，倍傘260倍で，土星を見るや否や，赤道面上，
縮緬輪に近く，径3”ばかりの白紋が輝やいてるるのを見，すぐ其の後，U氏が代っ
て見た時にも亦之れを自ら螢見した’そこで，二人目別々に．見つけたのだから，誤り
でないことが確められたので，Weber氏は直ちに近郊のNeubabelsber9にあるベルリ
ン大圏天文塁に此の事を電話で報知し，それから，叉蹄って來て，白紋が土星の中央
を通過する時刻を観測などした・白絞は少しく楕圓形であった・
　昔1876年の時に見えた白紋の自轄週期を利用すると，次ぎは八月t）一6日の夜に中央
に見える筈であったから，上記の反射鏡（ISO倍乃至37U倍）や，77粍の屈折機（125倍乃
至225倍）を以って観測レ6日1時39分26秒（U・T・）に中央干午線頬過したことを知っ
た，膨れと：；ll夜の観測とを比べると，白轄週期は1‘｝時13分54秒となる・但し，秒の位
は甚だイく確なものである．
　八lj5Ho時18分米國Wasl塵ing［011の海軍天文峯でJohn　K　Willis氏が獲
見．
　NVillis氏は多分ワシントン海軍天文毫のL25吋「大望遠鏡で土星の衛星でも観測1
やうとして，由紋を国見したものか？　時刻は夜凪の0時18分Cあっ！㌧氏は直ちに
同僚］；．P．　s，　hartless氏と1L　E，　Burton氏とに知らせたので，此の南氏も此の白紋の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　1存在を確かめ・ASh“ほぼ土星の直asのi）のものであることを知った・
　そこで，天文蜜の管理者である」・E・HcUwcgた佐は直ちにIlarvard　Jg“eg天文塁
　」：星の赤道rrli．ヒに一大白面が現
はれ，．世界の學俗界を賑はしてみ
ることは，前號にも速報したこと
であるが，この白紋は，最近清の
情報を綜合すると，
　八月3日11時濁國Bcrlin－Steirritz
のA．Weber氏と友人U氏が。
16cmの反射鏡（260倍）．で獲見
　A．Wcber氏はベルリン市理學研
究所　　（Physikalisch一’1’cchnische　Reich－
s・　ans・　talt）の所員であって，口径160粍，
八月3日の夜，友人U氏がWebcr氏
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へ下れを報告し，Harvaゼdから世界中の他の天丈塁へ報告が迭られたのである・
　八月3日22時30分　英國NorburyでWill　Hay氏が15cmの屈折機で獲見
　llay氏は白絞を螢見するや否や，直ちにW・H・Steavenson氏に電話をかけたの
でSteavenson氏は轍心後煎れを見た・形は白紋の外形が温々楕圓形で，南北には赤道部
一ば）・に振がり，北赤道樽の南端から縮緬輪の投影部にまで及び，小形の望遠鏡にも
見えるほど，明るく輝1やいてるた，
　此等のロンドンの人々は八月9日便にも亦白絞を観測し，自轄週期1⑪時間ユ6分を算
出した・之れは少々長過ぎるらし）・・StonyhUrst天丈墓長」・1）・Rowlalld　ePt　frま，多
分土星の赤道面に於〉・て大噴火が起ってみるのだろうといふ設を吐いてみる・
　即ち，三ケ所で別々に三見したものである．京都でも八月27日以來，殆ん
ど毎晴夜見てみるが，八月中は室氣の動揺が大きくて，観測は頗る不便であ
っ7c．九月に入って，晴夜に確かめた所によると，白紋は一つでは無く，少
くとも二つ三つの大小白紋が眞珠の玉を並べた如く美しく並列し，輝やきは
頗る張い．
　土星面の中央子午線を白紋が通過した日時は
八月3日22時30分（U・T・）
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A．　Weber　（rsc）
J．　E．WMis　（来）
A．　“’eber
W・M茸nch（濁）
J・Korn（濁）
宮本正太郎（日）
山」4　一清（H）
此等から卒均自韓週期を算出すると，
　　　　　　　　　10時間　14分　4秒
となる・
　元三，：lt星の表面は木星に比して攣化や興味少なく，筒ぼ，土星の美糊は
常に其の輪にあるのであるから，アマチュアたちの注意も⊥星の表面には及
ばないのであるが，しかし，注意深く見ると，止星も決して他に劣らないほ
どの面白みはある．
　土星面上に白蝦が現はれたのは今回で3回目である．第1回はユ876年で，其
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の年十二月7日米國ワシントン海軍天文墓のA．Hall教授が磯見し，1877年
一月5日まで見績けた．此の観測から，10時間14分24秒とV・ふ自轄1週期が得ら
れた．
　第二回は，1903年六月23日に米國ヤ1キ1ス天文毫のE．E．　Barnard教授
が爽罪した．しかし此の白紋は可なり高緯度であったので，今度のや，又，
1876年の時の如く，赤道面上のものとすることは丁丁なv・，
　從って，赤道面上の白紋としては實に57年ぶりと言はなければならなv・．
　土星は今年八月上旬（6日8時，U．　T．）にi封衡となり，我が地球とも其の頃に
最近なので，世界中の天文家は（學者もフアンも）多く土星を見たのであろう
し，我が日本でも其の頃に土星を見た人は決して少なくなかったのだらうが，
日本で砒の珍らしい現象の二見の名工を誰も持ち得なかったのは，遊星表面
を槻察する興味と経験家が今の日本には未だ乏しV・のに原因すると言ってよ
かろう。今回の事件に刺激されて，我が日本にも此の方面の興味が一般にわ
き起ることが望ましv・．大した望遠鏡は要らなv・．こんどの獲見などは，僅
か7センチ（150倍級）のものでも成功した筈なのだから，これ位な望遠鏡は今
の日本には一千個以上もあるだろう．
支那南東に大反射鏡
　南京の郊外紫金山に目下建設中の州立天文整iについては近年度々断片的の漕患、を耳
にしたが，最近ツァイス會’杜からのニウスによると，同天：文垂iには口樫600粍の反射
鏡が設備せられ，距離3来の＝：ウトン焦黒占の外に，カスグラン焦黒占10米の所にはプリ
ズム2個のUV型分光篇眞儀が附せられ，案内機は口径200粍，焦黒占3米の屈折機であ
る・叉，ド1ムには昇降床と傾斜床との機構を有する由・
　惚れが禺來上ると，我が日本の反射鏡は公私共に完全に打ちまかされたことにな
る．
